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きる5月 24日 (日 )奈 良市中部公民館にて第 8日

年度の事業報告、会計報 it、 その他 切́が承認

とをご報告中し llげます。

任期途中ではありますが、明石幹事、林

任され 菊;|1年り:、 寺藤 孝、塩本勝也の

幹事就任も承認決議されましたことを申

す。会員1にあります幹事定員 18名 で 21年

ニサ|■ :,■千「7.:ustiF3‐二ぎ8.3■ Lrih3‐efnarallaturel

され ま したこ

幹事 が退

三氏の新

し添 えま

度のスター

前進 l ず夢雲繭 ス奪…炒驚奪 f
奈良入と襲然0会 会 長 珂 部 琴8生

奈良。人と自然の会 総会が開かれ 20

卜を切ることとなりましたc会員の皆様のたゆ

動のもとに、お世話役 幹事 18名 も一生懸命

まぬ情熱 と活

力をあわせ 取 り組もうとしてお ります。

これからもよろしくお願いいたします。

年度替わりで、退会された方もありますが、また新しく多くの方の参入もあり会員 121

名 となつています。まことに頼もしいことでございます。この人釣パワーを、大きな
エネ

ルギーとして、新年度もたくましく 進んでまいりたいと思います。

そのためには、会員の皆様方が,すでに内在しておられる ご自分の力・経験・得意と

される分野などを、この「会」の中で 存分に発揮していただくことに尽きると思います。

資質の高い会員各位は、いろいろと多方面で活躍されておられます。広く大きなアンテ

ナで受信されたことを 「奈良 。人と自然の会」で活用していただき あるいはまた発信し

てくださることを期待しています。

これまでの会を振り返りますと、営々として 自然観環境保全や青少年教育、環境への

情報発信などに取り組んできました。その長年の蓄積が今国の
「会」の大きな信用と力の

原動力になつているとおもいます。

その蓄積の中から新年度には、芽を出しかけた新しい活動の分野が、銀てまいりました。

たとえば、通年湛水のビオ トープ作り、水田の復活に伴う佐保台小学校との共同授業研

究会スター ト、小学校の校庭自然観察のお手伝い、景観形成の梅林作り、復 i霧水興跡地の

グランドカバー計画、里山林の定期的な整備作業 などなど。

そうした新しい事業計画と、これまでのさまざまな事業と重ね合わせて 今年度も少し

ずつ着実に実現して行きたく思います。そのためには会員の皆様が、これをやろう :こ の

ようにやつてゆこう !と  ご義身が主体性を持つて関わりあつてくださることが とても

大切であろうと思います。

あらゆることに会員の管さん方が ご意見 提案を積極的に働きか !サ てくださるよう そ

して、活動参加による実践 を心よりお願い申し上げます。

“私たちは大和の自然を愛 します" そして 明るく ]、 元気に :楽 しく : です。
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4月 22轟 (水 )晴 ならやま彙の調 参加者 26名  「学びの森」整備
。「学びの森」では、冬の群1に 切倒した本の技や柴などを適当な長さに明りそろえて整理 し、笹

の刈払

いをする。広場の中央には、丸太を組み合わせたベンチをセットして、
「森の教室」J'雰圏気と4ミる..

議芽が萌えはじめたコナラ′)倍からは、やわらかい春グ)Fi差 しが降り注いで、本終れ目
の林間教室が実

現する。 午後 3時解散

4月 23～ 24日  晴 県の業者による b地区笹藪跡地の整備
・笹藪をメ1取った国圃跡地約 3700平 米に県の業者が入つて耕起を晦始。刈り取つた笹は一筒所に集
める。作業は2日 で終了。今後は、我々の手で笹の根の除去、上壌改良など地道な作業を経て緑地

へと

再生を日指す。当面ヒマフリ、梅、蕎麦の栽培などを検討牛'c
5月 8簿 (金)曇 り 竹笹をチップ化 ナス・夏野菜の植付け 参加者 23名
・ 1年かけて刈払つた笹は高さ3mの Lil、 大型チップマシンを導入してチップ化を図る。  作業は、
6入 1組の4交代体蕎1で進める。 (今 日で40%の進捗)。 従来から、伐採 した笹竹の活用は懸案となっ
ていたが、専Fl雑誌「現代農業 4月 号」に竹の活用が詳しく解説されていたことをヒントに、チップ化

して肥料として活用することにしたものである.

・植本の剪定チップに近隣の牧場の厩肥を混合してコンポストを作ること|ま、昨年から試みてきたが、

笹竹のチップが肥料 :こ できれば、里山・有機農法,●・近隣枚場「
)F尋で、■効なエコ・サイクルが見え

てくるかもしれないら
・ナスクラブは、ナス50株の植付けを完 F=昨年の反省をふまえて、土作り、翻、水造り体制など一

段のI夫がされており、成果を期待して欲しいと、メンバー:まやる気十分c
・農闘グループ:ま、夏野菜の植付 lす。  ''・ サツマイモ (ベエアズマ)、 トマ ト、キュウリ、カボチ
ャ、ソーメンカボチャ、サンドマメ、ゴーヤ、ハヤ トウリ等など。 (ぅ ちろん肥料は■

´
機、無農薬栽摯

会員の皆様、どうぞお楽し/みに。 午後 3時解散

5月 11隅 (月 ) 野鳥観察の藝 4名参加
5月 14澤 (本) ならやま無の轟 竹笹のチップ化作業 (継続 )、 梅林予定地整備
。竹笹のチップ'(ヒ作業の継続、今国で約 8()%を 消化した.先週処理したチップには、早

く{)灰色の放線菌が繁殖し、発熱しながら盛んに分解しているのが見受 :す られる。

・ b地区√)道路給いの笹藪跡 |ま、梅′)若本を植えるべく、秋までに笹の根や 石、ゴミを取り除いて植
え_111ケ リに励むt数年後の梅林の風景を頭に措きなからの111業 となる。
,農躍グループ|ま、落花生σ)種まき[ヨ 植え準備 午後 3時 30分解散
5月 15毒 (金) 菜種のハサ掛 :す準備
・菜種が熟 して刈取りの時朝 となったc刈 取った菜種√)東を干す

「ハサ掛け」を作るため、有志 4

人が臨時出動 しました。 菜の花プロrジ ェク トの皆さん、いつでもどうぞc
** お知らせ **
,佐保全小学校 5年生が授業の一環として、「ならやま」で種作 りの体験実習をいた l_ます。

農園グループお世話ブ、の鈴本末一さんが中心となつてお世話します。教室での授業、溺植え '程
メ1

り脱穀・餅つきと一連のスケジュールが組まれます。会員のみなさんのご協力よろしくお願い致し

ます。
。ならやまの活議分野毎 :こ、担当の世話役が決まり

めをお願いしています。 皆様のご協力をお霧い
:世話役]

A里山グループ
3農園グ ,レ ープ
C景観 `環境改善グループ
D教育・イベント・広報グループ

ました。担当分野の計画・推進・指導・取 りまと

|します .

・板橋宏墓さt
。鉾本末一さ

'υ・水本遠真さん.、 西谷範子さん

小嶺敏勝さん岩溺利秋さん、

]チップ化作業]
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*ならやま里曲林花だより*

祈うこめ攀ひてゐたる耕運機 秀 夫

春議と羹じ、黍運機 ;ま季語。今年も季節が巡→来る。

数の豊かな収穫への種キヽ。機械のうな寺が,占、強■。

林 令子

5潟 8日 (金)  5月 も花しヽっぱしヽの里曲でした。
野ではレンゲ、ヤブジラミ、キツネノボタン、ムラサキサギゴケ、 トウバナ、シロツメグ
サ、アメリカフウロウ、ハルジオン、オニノゲシ、ムラサキカタバミ、

カスマグサ、マツバウンラン、ヤエムグラ、オニタピラコ、タツナミソウ (自 )が  山林
にはモチツツジ、ニセアカシア、カマツカ、ズミ、ツクバネウツギ、ノイバラが咲いてい

ました。畑ではパンジー、セキチク、ニチニチソウ、ヤグルマソウ、キンセンカ、ショカ

ツサイ、シラン、アヤメ、ジャーマンアイリス、スズラン、そして厳寒の冬を野外で耐え

抜いたクンシランが花を咲かせていました。

行つて 帰つて また行< 鈴木末一

このタイ トルを見て何ごとかなと思われた方も少なくないと思います。実は、
「また行く」

が大変重要な意味をもつています。1972年 12月 、随分音の話になつて恐縮ではあります

が、「教育工学の中央講習」で、対話が深まり発展していくためには、 「また行く」をど

のような言葉で発信していくかが重要なポイントになることを、多くの実践事例から学ん

だことがありました。

先日、杉の子文庫の小学生たちと、自然本を活かしたクラフトに取り組む機会に意まれ

ました。私にとつて小学生を相手にするのは初めての経験であり、興味関心を持つて取り

組んでくれるだろうか、少なからず不安を抱きつつ始めました。導入段階で何種類かのサ

ンプルを見せながら説明 (行つて)を していくと、A君が「それはたぬきじゃなくてねず

みだよ」 (帰って)と 話しかけてきました。そこで、私は「そうか、なるほどねずみにも

見えるな !」 (また行く)と言葉を返しました。すると A君は満足げに笑みを浮かべてい

ました。この時、 「いや、おじさんはたぬきのつもりで作つたのだよ」と決めつけてしま

っていたら、A君 とはもちろんのこと他の多くの子供達との対話が弾んでいかなかっただ

ろうし、さらには豊かな創造力を発揮してクラフトに励んでくれなかつたのではと・・・。

約 1時間半後、それぞれに思いの込もつた個性の数だけの作品を見て、 (また行く)の言

葉が如何に大切であるかを再認識しました。

爽やかな風が頬を撫でる緑陰の下、野外クラフト教室で貴重な体験を積み重ねるととも

に、子供たちから私に「創作意欲」と「やる気Jを与えてもらつた有意義な一日となりま

した。
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「
奈良・スと自然の割 ス会に際 ιで 高松秀行

大和国中 春霞む 青垣由に囲まれて

私の母校 田原本中学校の校議の一節です。奈良盆地の中央部にあつて 古代遺跡の

散在する 温和で自然豊かな土地を讚えています。

この故郷を離れて40年 帰るたびに奈良の良さを確認し安らぎを得ています。

定年後 これからは自然と共生していきたいと、一念発起 一月遅れで小学生の如く

シェア自然大学のF]をたたきました。

今春 15期風組を修了し、これからの実践の場として 奈良
。人と自然の会への入会を

認めていただきました。

自宅枚方市から 少々距離があるが、生まれ育った奈良で活動の拠点が持てる

ならやま里山林 Pの活動拠点のすばらしさと、計画内容の豊かな
ことから 楽しい

時間をすごせそうと感じたのが動機です。

マイペースながら「明るく・楽しく
。遅しく」をモットーに少し不安もありますが、

夢を膨らませ 期待を大きくし 元気にスター トできればと願つてます。

特にこれと言つた特技や技能を持つていませんが、本会 会員の皆さんの伸聞入りさせ
て

いただきます よろしくお願いします。

里饉での随想          中西建夫

09年 2月 に鈴木末―さんに里山紹介で一度下見しなしヽかと声が掛かり現地に着くと同時

に (ア ッ)と 一人歓声の声。 といいますのも私にとりまして|ま この地|ま半世紀振りに帰つ

てきた思い出の地です。 (歴史は繰り返すと|ま このことか)

今は亡き鈴木さんの親父さんと私の親父二人ペアを組んで農業の片手
FE5に この里山一

帯の管理の仕事し、又下草刈・難伐材の伐採の仕事に従事しておりました。私事昭稚 18年

生まれ小学校低学年ごろから(5召和 20年後半～昭和 30年前半)今の駐車場あたりから南に

蕪かって彙に入り、当時親父がよく話しをするにな南面の斜面に生える材本は太陽光をよ

く吸収するから上質な材木を産出すると話しておりました。 (戦後の混乱難又物不足)ある

日父親に自分所は農家なのに毎露麦飯・芋の入りのおかゆ '一 度でしヽし`から白い米のご

飯食べたしヽと親に言うと米 (白米)|ま国に供出していると一声 。 (何年か後に時の総理大臣

は貧乏人は麦を食えと発言アリマシタネ)。 そんな中 秋の季節に麦飯弁当入れてもらい特

に楽しみであつた焼き松茸が食べられること、笠は早く火がとおるが幹は火がとおりにく

しヽのでその場で棄ててし`たこと、今になつて贅沢な食べ方していたものである。

又 親父がよく言つていたのですが、山に入つたら山椒 (サンシヨ)の匂しヽがしたならば

近辺に蛇マムシが居る可能性が大であるからその場から避難すること、と注意をう:すてお

りました。 (サ ンショ小粒でもピリリと辛いよく塩昆布の中:こ入つている)

40年近く奉職して 6年前定年退職して近くの燿で二人が食べるだ !サ耕作してお琴ます。

一つの事終わつて次の作業に付く気は有るのですがなかなかエンジンが掛かりませんが、

皆様の迷惑にならぬよう頑張ります宣しくお願いいたします。



「奈良、人と自然の会」に入会して 山中笙子

シエア大 15期の講座生として昨年 19月 に当会の教育実習に参加しました。当日は、なら直1

里山林の整備事業の説明を受け、午前|ま竹の間伐と樹本調査、午後は佐保台小学校の子供たち

との竹 トンボ作リイベントに参加。本当に盛り沢山の体験をし美味しい豚汁まで御馳走になり

有意義で楽しい実習でした。以前から里直:保全活動に興味があリベースキャンプが家から近く、

そして何よりも樹木観察、間伐、野菜作り、各種イベント、例会と様々な活動があるというこ

とで入会させて頂きましたG

この四月より、これといつた特技のない私はとにかく様子見ということで、菜の花祭り、な

ら山の日、一般活動口と参加。野草の天ぶら、聞伐材の枝打ち、タケノコ掘り、竹のチッパー

作り、野菜の植え付け、其々の道具の扱い等ほとんどが初体験c還暦過ぎてお役に立つどころ

か教えて頂くことの多いこと 1体力を要する作業もあつて不安もありますが、出来ることをす

れば良いと開き直つております。先輩の皆様、新入会の皆様、どうぞ宣しくお願い致 します。

緬入会のご接拶 :農然太好き人間の伸驀入ι』で奪

坂本 順一
今年のシニア自然大学 15期風組卒の新人です。京阪沿線の石清水人幡官のある京都府八幡市
に住んでいますが、今後ともよろしくお願いします。

今年度の進路検討では自然大学の長井会長が新たに理事長に就任され NPOと して新発足の
「大阪府高齢者大学校」の存在を知り、思案の末にここの美術科に入校することに決心。ひょん

なことから子供の頃から好きだった絵画を基礎から学ぶ議会ができました。しかし自然大学で学

んだ延長線は何とか維持したいもの。欲張つて地元の京都、元勤務地に近い淀り11、 そして歴史情

緒もたつぶりの奈良、この 3つのクラブに入会しましたcと くに「奈良 。人と自然の会」はご招
待いただいた「菜の花祭り」や充実した会報を通じて、会員の皆さんの家族的な雰囲気やバラエ

ティに富んだ独自性のある活動に感銘し、人見知りをする家内も一緒に家族会員として入会しま

した。

白砂青松の玄界灘に面した自然たっぶりの九ブfi・ 唐津で育ったせいか自称自然大好き人間の一

人。我が家の庭ではバラなど四季折々の草花を楽しみ、おまljに裏山を開墾して野菜や果物まで

栽培し、これらの手入れや雑草管理にかなりの時間忙殺されています。これに高齢者大学校や趣

来サークルのコーラス、ゴルフ、ハイキング、飲み会なども加わると毎日がバタバタで錆耕雨読

なんて悠長なものではありません。このように恵まれた環境で定年後を楽しめるのは有難いこと

ですが、難点は入会した自然クラブにいかにして参加できる機会を確保するかです。

定年後すぐに「悠々自適」なんて決め込むには早すぎる、さりとて好きな晩酌ざんまいで「悠々

痴的」になってはならぬ、どうせなら「悠々知的」に生きる手立ては無いものかとアクティブシ

エアの道を模索したのがシエア自然大学に入つたきつかけ。ここで知り得た仲間と羹然探究心は

これからも大切にしたいものです。参加できる圏数は他の方々よりも少なくなると思いますが、

よろしくご指導をお願いします。



・スと塾熟鑢 上

"友
拐慶 世話■こなク潔 ′ 豊田正生

先日会長あてに、退会届を提出いたしました。今年 11月 に北海道札幌市に転居するこ

とで、この 4月 から生活を進めております。北海道へ初めて行つたのは、昭和34年の初

夏でした。当時は新幹線も無く青函連絡船に乗り、函館からまた汽車に乗り札幌につきま

した。このとき函館から長万部まで、駒ケ岳がどんどん姿を変えて本土と全く違つた景色

の雄大さに目を見張つた、物凄い印象がいまだに残つております。これでいつ
ぺんに北海

道が好きになりました。

その後各地に旅行をしております。沖縄が大好きな友人がおり沖縄も良いよと言ってく

れます。沖縄復帰直後に 2年間単身赴任した経験がありますが、家族を連れて住みたいと

は思いませんでした。人には暑く開放的な地域が好きな人と寒い何か締った地域が好きな

人があるようです。私は後者に当たるようですc平成 10年あたりから北海道には年に数

回はいつており、その都度行つた先でこの地に住みたいな、いい土地は無いかいなとか冗

談めいて同行の人に言つておりましたごとくに函館では近くに温泉もあり地球温暖化のた

めか最近は雪も少なくなつているので、住むのにいいかなと思つたことでした。昨年家内

と円山公園にある円山 (250メ ー トル)の 自然林の中を登りました。項上にはトリカブ トが

咲き 。鳥の声もあり。エゾリスも顔を出し・カメラ向きの手ごろな散策路でした。その帰

り道に、駅から1分、温泉が目の前でジャスコも3分 `市立病院も5分 という建設中のマ

ンションを見つけ、ここぞと思つた次第です。この年齢になりましたが、気力のあるうち

に前にさらに進めて人生を楽しみますc

「奈良 。人と自然の会」は、入会当時より良い企画・良い資料の提供で感心していまし

た。幹部・幹事の方々を先頭に一致協力し轟的に|]かつて、こつこつ一歩一歩進めていら

れることが、機関紙や行事を通じて、また里山の開発活動からひしひし感じられます。そ

のうえ最近では後継者になろう.と いう若い人 t)入会されています。本当に今後の会の発展

を祈ります。私|ま何 t)協力できずにただお世話になるばかりでした。ありがとうございま

した。

☆ 新しい土地でのご活躍をお祈りしております ☆

く嘱置こ6ヽ鷲ケtテ壌蒙〉

五属はKる な静の実見上 本 )鳴 萬ネ諄

駐ιす巡る考轟に啜き者ヒイtろ 参静のえがいぶか tげにこちらとえてそっと薇笑んだ

ほのぼのと たヽ五月のスをきって幻の晨の陽人が霞みのやから顔 きム tて は慈イに

t゛っと耳を経ませぼすみイtと の調べ鉄す野重き薇オヽる靖議が議かに繊つて141く

雪ひとつない空よ晨の匂いのもどか tさ に舞の囁きが経ヽ`森に・Aし 建ヽ まオt消 えて

崎たの1ヽ きなカフェテラスが陽射 tに 音とく鋒まるひとときは微かな春リビ人の声

簾

ヽ

ヽ
　

ヽ
ヽやがてこの豊かを`Sを 書む自ムの叫びが颯りから党めてこう広いえ地によキが響く
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思いでの記

扇の要 阿部 和生さん
′|1井 秀夫

私の「思いでの記Jも 最終章となりました。在任中に助力を頭いた方々、色々な7‐6動の

場で交歓 した仲間たち、終生の記憶として、私の心の本機にしっかりと収めて置きたいと

思います。

昨年 5月 。後事を託 し、総会の承認を経て、阿部 和生さんに代表に着任 して頂きまし

た。彼とは発会当時からの盟友であり、正に温厚篤実を絵に書いた様なお人柄で、未だ怒

りの表情を見た事がありません。ただ ^度「いこま機醒」の一油研修会の酒席で、X氏 と

論争となり、相手を諭破する骨のある強い表構を見た事がありました。

非常に勉強家で、特に森林学に造詣が深く、インストラクターの狭き間を修得され、当

会の「忍辱}11国有林」「なら曲里壼』林 PG」 の溝耀は、ご存じの通 りと思います。

また助成金の事務手続きには力になって頂き、他鶴体・行政との渉外にも骨を折って頂

きました。代表としての今後の手椀に、大いに舌lHし ております。

当会の事務局の中枢として弓場 厚次さん。山歩き、スキーは玄人 (ま だし、斗酒辞さず

の上戸。一方、当会の事務的な気配りの織細さには驚きます。総会・幹事会・諸行事の議

自はこの人の存在無 くして成立しないと言っても過言ではなく、一字、一句の誤りがあっ

ても自分を責める完璧主義者に、人間、誤りはあるものよと扇を露βく事もしばしばありま

した。ただ一言、好漢少しお濯を控えめにと・・・ 。

場霧 持 氏。当会の会報誌の経集長。奥様の緑さんと二人三藤で議張って頂いて寺ヽる。
こ・轟人とも絵難がご堪能で、キャラ il― で鑑賞 し感職しております。

勝薔さんの雲々とした、おとほ :ナ の雰囲気が好きで、リベラルな轟集長として無理を言っ

て来ました。最長老の構猥 善雄と似た味があり、人 :ま年と共に味が義るものだと常々元

気を貫っております。

苦いお付き合いの大石 F電 三 さん。コーラス、ハーモニカの名手。また農事体験の豊富

な方でご指導を俸いで来ました。最近一
=お
元気の無いのが気がかりですが・・。

境  寛 さん。奈良のボーイスカウトの分議長として活躍されており、当会のホームベ
ージをご担当して頂いている。有能な知識をご伝授して頂く機会を得たいと思っておりま

す。

在任中、当会 1ま「幹事会」の調和が崩れた時はお終いよ と、どってきました。有能な

方々の立場を尊重しながらも、お互いの信頼舞係を守り、藤の要である電部 程生 氏を中

心に相互理解を深めて頭きたいと強く念願致 します。

この寄稿文の中で、失礼の点・
fjお
許しドさい。今後ともよろしく。
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民肇量の ニトー ミ ン グ
｀ く](の 2

今回はわが国に産する昆虫の4固男il的 なネーミ
が多いとも思います。

強い 。大きいからというもの

菊り|1年明

ングの代表例を少しご紹介しますcご存じの 1)の

*オニヤンマ
強い 。大きい 。手に負えない ()のなどの名に鬼の名を冠することがある。オニヤンマは トンボ
・ヤンマ類の中で |ま最大 。最強で、まさに鬼の名を冠するに相応 しいヤンマである。

*ト ノサマバッタ
別格・偉大なものの名に皇帝や殿様などを冠することがある。 トノサマバッタは殿様の名を冠
するに相応 しいバ ッタである。色彩もl■l格があり、特にメスは大きく、貫禄がある。ただし、体
長だけの単純比較ではバ ッタ類の中で最も大きいのはショウリョウバッタのメスである。

*ク マバチ
クマはわが国では大きい、恐ろしい獣である。そうい うところから大きくて、黒い部分が日立
ち、毛の生えたハチにクマバチという名を付 :すたのであろう。クマゼ ミもほぼ同様であろう。

姿・形からのもの

*ク フガタムシ
クフガタとは鍬形で、兜の前面にいかめしく立っている前立物のことであるcク フガタムシは
オスの大きな顎 (ハサ ミ)を鍬形に見立てた名付けであるc

*ゾ ウムシ
ゾウムシの頭部の口吻があたかもゾウの鼻のように長いところからの夕1付けである。手にとつ
てじつくり眺めると、種類によっては (な らやまではオジロアシナガゾウムシなど)ゾ ウにそっ
くりと思わせる。

*ア ケビコノハ
アケビコノハの幼虫はアケビなどの葉を食草とする。成虫は果実の汁を吸 う害虫として知られ
ているが、静止 している姿 |ま枯れた本の葉 とそつくりである=ア クビの葉で育つ本の葉 (コ ノハ )
にそっくりのガというところからの名付けであろう。

*イ トトンボ
イ トトンボはか細い超小型の3r憐 な トンボである。糸 トンボとは妙を得た名付けである。

*ヒ ョウモンチョウ
ヒョウモンチョウはタテハチョウ科に属する一群のチョウであるこ11の紋様がヒョ
まだらの模様になつているところからの名付けである。ならやまでよく見られるヒョ
ウ|ま ツマグロヒョウモンであるっ

*カマキリ
カマキリは言うまでもなく前肢が鎌のような形の武器になっているところからの名付けであ
る。

匂いからのもの

*ジャコウアゲハ
ジャコウアゲハのジャコウとは「藤香」のことで、オスのジャコウジカから得られる香料であ
る。オスのジャコウアゲハがこの廉香のような匂いを発するところからの名付けである。

*アメンボ
アメンボは体から飴のような匂いを発するところから飴棒と呼ばれ、アメンボになつたと言わ
れている。

鳴き声からのもの

*キ リギリス類
キリギリスの鳴き声 (ギース・チョン)は 「キリギリス」と聞こえないでもない。ウマオイム
シの鳴き声 (ス ィーッチョン)は馬子が馬を追い立てる「シーッ、シーッ」という掛け声に似て
いるところからと、また、クツフムシの鳴き声 (ガチャガチャ)は馬が轡 (く つわ―手綱を付け
るために国に付ける馬具)を鳴らして駆ける音に似ているからと言われている。
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了
V[五年碁葛府のJガ

楼

a寿たち

夏日となつた 11自 4人で廻りました。

ヒナが孵つたのかムクドリが餌をくわえ

て飛んで行きます。アオサギも番で鳴き

声を交わしながら飛んでいます。まだ縄

張りが決まらないのかいつもは可愛い囀

りのメジロが近距離で盛んに声を競って

いるかと思えば、遠くで トラツグミの

ヒーッ11と いう静かな鳴き声も聞こえます。

鶴伝説で気味悪るがられる鳴き声も、

朝の現るいヨ差しの中では何か清々しい

感じに聞こえ_ます。 藁17/3号の
「トラツグミの話 (ヌエ伝説)Jが残って

る方は読み返してみて下さい。ツバメも

盛んに飛んでいますcツ グミなどの冬鳥

たちが姿を消しいよいよ子育てのシーズンです。例の
「オオタカなのかハイタカなのか」

さんは今年も巣を架けてくれるでしようか気になりますね。

川瀬支部長から☆シジュウカラは毎年ベアが変わるから盛んに囀るが、ヤマガラは夫

婦関係が継続 tノているので囀らないのだというお話を聞きましたc

☆(橿原)5月 25墨 夕方5詩前待つてし亀ホトトギス去年より5日遅れでやつてきました。もう今年はこ

なもつかと心配してましたが『キョキョキョキョ」ともヽう鳴き声が西の裏曲から、これでようやく夏が来た 1

☆轟白い話御所の難で突然草むうから3羽の子キジが|ざ恕またと飛んで象て隣の爆へ。しiずらくして

母キジが子キジが飛び出た反対の方を見て「ピーゲ

ルグル ピーグルグル」と必死な感じで子供を呼んで

もヽる。たまりかねて私が「あつち あつち」簿キジに手

振りと声で知らせたら子キジノ方へ行きました。きつ

と草むらの中で無事議会えたことでしょう。あの時の

母キジの顔が忘れられません。キジにも私が知らせ

ようとしたことがわかつたんだと勝手に解釈して楽し

い気分になつたひとときでした。それと母キジだつて

私がもヽて逃:ザたかつただろう:ここつちを見て逃げよ

うとせず子供の心配をして―・母つて強しヽ!(斎藤)

☆ (斑鳩より)ナヨクサフジが大和りllの堤

防を紫に埋め尽くしています。今年は王

寺近辺から龍興り:|まですごい勢いです。

コーロッパからの帰化植物です (勝田)
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